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Richard Phillios Fevnman (米 1918-1988)
程から説き始め、光Etherと先ほどの絶対空間の類似を指摘して、 Einsteinの相対論iこ誘う。
Newtonは空間の中の運動と時間の中の運動は完全に切り離されていると考えたが、 Einstein
の特殊相対性理論ではこれらは互いに補い合い、両者の速度を加え合わせると必ず光の速度
となる。 Einsteinはさらに思考を進め、重力と加速度の等価性に注目することで、一般相対論を
打ち立て、電磁気学のMaxwellの方程式にあたるものを重力に対して見出したのだ。第4章はい
よいよ量子力学で宇宙は局所的ではないという衝撃的な事実の解説にあてられる。 Einsteinrこ
とっては、物理学は完全に局所的で、ここでの行為が瞬時に影響を及ぼすことができるのは、こ
こにあるものだけだった。しかしこの局所性は、 1964年の8ellの定理と1980年代初期にフランス
のAlainAspect達によるその実験的検証で完全に否定されてしまう。量子力学では、 2つの物体
がEntanglementとし、う結び、つきをもっ場合があるために、聞の空間がどれほど広大でも、それ
らが別の物体であるという保障にはならないのだ。
第2部は時間論である。 Einsteinは“合理的な判断をする私達物理学者にとって、過去、現在、
未来の区別は、それがいかに執勘なものであれ、幻影にすぎない"と述べているが、第5章で
は、実在しているのは、全体としての時空であることが強調され、流れる時間という観念が否定
される。第6章では、熱力学の第2法則をもちいて、時間の向きについて考える。均一なGasとい
うと、通常Entropyがすごく高い状態と考えるのに慣れているが、重力を考慮にいれると、これは
極めてEntropyの低い状態で、したがって宇宙の初期の状態というのは、きわめてEntropyの低
い状態で、あったという話には度肝を抜かれた。第7章はFeynmanの経路積分法(この本では歴
史総和法と呼ばれる)の解説から始まる。 Feynmanの定式化で、は、観測される現在というのは、
私達が今見ているものと矛盾せずに起こりえた過去をすべて合算したもので、合算は特殊な平
均操作としてなされる。つまり観測によって個々の歴史を取り出して見ることはできず、観測で
見ることのできるのは、起こりえたすべての歴史を平均したものなのだ。
下巻の半分以上を占める第3部と第4部が時空論の現在にあたる。上巻と下巻を閉じくらいの
Pages数にし7こかったのだろう。第3部は4章から成るが、最初の第8章だけは上巻に持ってきで
ある。この章では、宇宙を記述する法員IJの基礎には対称性があるというものすごく基本的なIdea
についてわかりやすく説明される。物理学者がある理論が正しいと感じるために、対称性は重
要なPointとなるoEinsteinは、慣性系の聞に対称性を要求して特殊相対論を作り、この対称性
を加速度系にも拡張して一般相対論を打ち立てたのだ。宇宙Micro波背景放射の温度が均ー
であることは、宇宙全域で、均一に変化が起こっていることを意味するoつまり、天の川銀河にお
かれた時計も、Andromeda銀河におかれた時計も閉じPaceで、時を刻んで、いることを意味し、宇
宙時間のようなものを考えることができることを意味する。私達の宇宙は時間に意味がなくなる
ほど対称的ではなく、さりとてあまり話が複雑になりすぎないくらいには対称的なのだ。おかげ
で私達は宇宙の年齢や進化について語ることが出来る。本当に幸せなことである。宇宙が均ー
であるとすれば、その曲率が気になるところであるが、最も確からしい話は、宇宙全体の曲率は
0、つまり平坦である可能性が最も高い。そしてなせeそうなのかとし、う話は下巻で、In刊ation宇宙論
を使つてなされる。(下巻については下巻のReviewを見てください。)
訳者がとりあえず脱稿したのが2007年暮れ。訳者後書きによると“精も根も尽き果てた"とある。
それはそうだろう。上巻が400Pages強、下巻も400Pages強、合計すると900Pagesに迫る浩潮さ
である。そして2008年年明け早々にこの本の出版社である草思社が民事再生を申請する。訳
者は訳者後書きでそのあたりを淡々と書いておられるが、翻訳で生計を立てておられる方なの
で、気が気で、はなかっただろう。半年ぐらいでなんとか再生の目処もたち(自費出版最大手の新
風舎は今はなく、2番手だった文芸社の子会社としての再出発で、ある)、今回の出版と相成った
ことを素直に喜びたい。宇宙論の話もDramaticで、あるが、草思社をめぐる動きも、それに負けず
劣らずDramaticで、ある。
H.Nishimura 
